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民
主
党
政
権
下
で
声
高
に

唱
え
ら
れ
た
「
社
会
保
障
・

税
の
一
体
改
革
」
と
い
う
言

葉
は
、
安
倍
政
権
に
な
っ
て

ぱ
っ
た
り
と
姿
を
消
し
た
。

　

一
体
改
革
と
は
、
大
企
業

負
担
の
軽
減
、
法
人
税
減
税

の
た
め
に
は
、
財
政
支
出
・

を
「
一
体
で
」
行
う
と
い

う
、
構
造
改
革
の
代
名
詞
の

よ
う
な
改
革
で
あ
っ
た
。

　

「
一
体
改
革
」
を
強
行
す

る
た
め
、
野
田
政
権
は
、
２

０
１
２
年
６
月
、
民
主
党
、

自
民
党
、
公
明
党
の
「
３
党

国
民
会
議
」
も
つ
く
っ
た
。

こ
こ
で
政
権
交
代
が
起
こ

り
、
安
倍
政
権
が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。

高
ま
る
増
税
圧
力

　

で
は
、
安
倍
政
権
が
「
一

味
は
、
別
々
に
分
解
さ
れ
た

う
え
、
い
っ
そ
う
改
悪
さ
れ

て
実
行
に
移
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
う
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
と
い
う
名
で
だ
。

　

ま
ず
、
消
費
税
増
税
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
二
つ

る
。
二
つ
目
。
湯
水
の
よ
う

な
財
政
出
動
を
し
た
分
、
消

費
税
引
き
上
げ
は
10
％
で
は

済
ま
な
く
な
る
。

　

次
に
、
社
会
保
障
費
の
削

減
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
財

政
出
動
と
い
っ
て
も
公
共
事

合
意
」
を
む
す
び
、
３
党
の

協
力
で
、
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
、
消
費
税
増
税
法

を
強
行
採
決
し
た
。
さ
ら
に

社
会
保
障
費
に
「
抜
本
的

な
」
切
り
込
み
を
入
れ
る
た

め
に
「
社
会
保
障
制
度
改
革

体
改
革
」
を
言
わ
な
く
な
っ

た
の
は
、
そ
の
害
悪
を
反
省

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
？
と

ん
で
も
な
い
。
民
主
党
政
権

で
手
垢
の
つ
い
た
こ
の
言
葉

を
使
い
た
く
な
い
だ
け
で
、

「
一
体
改
革
」
の
二
つ
の
中

の
面
で
増
税
圧
力
を
増
す
。

一
つ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、

大
企
業
減
税
に
必
要
な
財
政

削
減
に
逆
行
す
る
大
規
模
財

政
出
動
を
や
っ
た
か
ら
、
消

費
税
引
き
上
げ
は
な
ん
と
し

て
も
急
が
ね
ば
な
ら
な
く
な

業
に
カ
ネ
を
つ
ぎ
込
ん
だ
。

そ
の
分
、
社
会
保
障
費
の
削

減
は
、
前
に
も
増
し
て
急
を

告
げ
る
。
と
く
に
財
界
は
、

財
政
出
動
だ
け
し
て
法
人
減

税
を
は
じ
め
と
す
る
構
造
改

革
が
滞
る
の
を
恐
れ
て
強
い

圧
力
を
加
え
て
い
る
。「
骨

太
方
針
」
の
歳
出
削
減
の
第

１
番
に
社
会
保
障
費
削
減
が

掲
げ
ら
れ
、「
社
会
保
障
に

過
度
に
依
存
し
な
く
て
も
済

む
社
会
」
の
名
の
下
、
高
齢

者
医
療
費
自
己
負
担
、
生
活

保
護
費
削
減
な
ど
が
列
記
さ

れ
た
の
は
そ
の
た
め
だ
。

　

参
院
選
後
の
安
倍
政
権
の

政
策
重
点
は
明
ら
か
で
あ

る
。

 

（
つ
づ
く
）

そ
の
中
で
も
も
っ
と
も
大
き

な
社
会
保
障

費
を
削
減

し
、
そ
れ
で

も
足
り
な
い

か
ら
消
費
税

の
引
き
上
げ


